
会議室4

日時: 2025年6月12日 (木) 18:00～19:00
形式: ハイブリッドWebセミナー (Teams)
オンサイト会場: 慶應義塾大学信濃町キャンパス 総合医科学研究棟
予約フォームでお申込みの方にURLを別途お知らせします。電話での受け付けはしていません。
申し込み締切 2025/6/11（水）17：00

申込: https://forms.gle/D3jdDWDAmhX7WzoQ9
上記のURLもしくは右記QRコードからお申し込みください。
記入内容は協力企業と情報共有させていただきます。
協力企業からの連絡のみを希望される場合もフォームからご連絡ください。

※本セミナーの申込フォームでご登録いただいた個人情報は個人情報法に基づき本セミナーの目的以外では使用いたしません。
取得した個人情報は本セミナーの共催企業とその販売代理店とで共有されることを予めご了承ください。

探索研究から臨床応用まで一貫したプロテオミクス解析の
アプリケーションを提供できるOlink製品を研究事例を交え
てご紹介していただきます。

OlinkテクノロジーがUKバイオバンク（UKB）プロジェク
トのパートナーとして選ばれた背景と、その信頼性の高い
技術についても説明していただきます。UKBプロジェクト
は、60万件のサンプルを扱う世界最大のプロテオゲノミク
ス研究で、科学的発見や精密医療における可能性をマルチ
オミクス解析によって切り開いています。

また、2月に発売された新製品「Reveal」をご紹介して
いただきます。「Reveal」は特別な機器や高度な専門知
識がなくても、プロテオミクスをゲノミクスワークフロ
ーに組み込むことができる画期的な製品です。

DNAオリゴヌクレオ
チドで標識された抗
体ペアが、溶液中の
標的抗原に結合

オリゴヌクレオチド
が近接すると相補鎖
と結合し、DNAポリ
メラーゼにより伸長

生成された二本鎖
DNAバーコードを
PCR増幅し、NGS  
で読み取り

独自のPEA技術で高感度・高特異性を実現

プロテオミクス解析は
新たな時代へ。

・タンパクでの疾患バイオマーカー研究を、網羅的な探索から絞り込んだ臨床応用まで行いたい。
・数1000以上のタンパクパネルで、ゲノム解析やトランスクリプトーム解析の結果を補完・実施したい。

こんな方にお薦め

オーリンクプロテオミクス株式会社
E-mail:Japan@olink.com

演者 佐久間裕行
オーリンクプロテオミクス株式会社 Business DevelopmentManager

共同利用研究室 中央機器管理部門
担当 :藤原
E-mail:chuokiki-office-group@keio.jp 
https://sites.google.com/keio.jp/corr-cf/home

学内連絡先

連携機関からのお知らせです

有志の大学共同利用施設
がゆるやかに連携して活
動しています。学部・大
学・機関の壁を越えてふ
るってご参加ください。

世界最大のヒトプロテオーム研究である英国バイオバンクー
製薬プロテオミクスプロジェクトにて、60万検体・5,400種類
のタンパク質の解析にOlinkを採用。

メーカー 連絡先
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